
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３２１ 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 地理探究 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 地理探究 （東京書籍） 新詳高等地図（帝国書院） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・地理という空間的広がりを感じる。 

・地理的事象に「なぜ」の視点を持つ。 

・自然環境や歴史を背景とした現代世界の諸事情を踏まえ、現在の日本の在り方を考える。 

 

２ 学習の到達目標 

・現代世界の地理的事象を系統地理的に，現代世界の諸地域を歴史的背景を踏まえて地誌的に考

察し，現代世界の地理的認識を養うとともに，地理的な見方や考え方を培い，国際社会に主体

的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

地図の有用性を理解し，

地図の活用に関する地理的

技能を理解し，身につけて

いる。現代世界の諸事象を

系統地理的に考察する方法

と現代世界の諸地域を地誌

的に考察する方法を理解

し，身につけたている。現代

世界に関する地理的認識や

地理的な見方・考え方を理

解し，身につけたている。 

現代世界の地理的事象か

ら課題を見出し，それを系統

地理的に，また歴史的背景を

踏まえて地誌的に考察する

とともに，国際社会の変化を

踏まえて公正に判断しよう

としている。 

現代世界の地理的事象を

系統地理的に，また現代世界

の諸地域を、歴史的背景を踏

まえて地誌的に考察し，現代

世界の地理的認識や地理的

見方・考え方に関する関心と

課題意識を高めたている。そ

れを意欲的に追究するとと

もに，国際社会に主体的に生

きるための責任を果たそう

としている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

  



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

第 

１ 

編

現

代

世

界

の

系

統

地

理

的

考

察 

 

第 

１ 

章

自

然

環

境 

・世界の地形 

 

a:世界の地形の空間的な規則性，

傾向性，それらの形成要因等を，

具体的な地形事例を通して，系統

地理的方法で捉える視点や方法

を身につけている。 

b: 地殻変動がつくる大地形の分

布や形成要因，時代による分類を

とらえ，火山・地震との関係につ

いて考察している。河川，海岸，

その他の特徴的な地形について，

形成要因や特徴とともに，人々の

生活との関わりについて考察し

ている。 

c: 営力により様々な規模の地形

があることを認識し，地形が人々

の生活にどのように影響してい

るかについて関心と課題意識を

高めている。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 

・気候と自然環境 

 

a: 世界の気候の空間的な規則

性，傾向性，それらの形成要因等

を，系統地理的方法で捉える視点

や方法を身につけている。 

b: 気候因子の影響と気候要素の

変化，気候の地域的特性を系統的

に理解している。 

c: 気候因子と気候要素の関係か

ら，地球規模での分布と特徴につ

いて関心と課題認識を高めてい

る。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 



 

※令和４年度以降入学生用 

・気候と人々の生活 a: 世界の気候地域の分布や特

徴，人々の生活との関わりについ

ての基礎的・基本的知識や概念を

習得できている。 

b: 各気候区の判定基準を理解し

たうえで，気候地域の分布と特徴

についての知識を深めている。各

気候地域にみられる生活・文化や

環境問題について多面的に理解

を深めている。 

c: 各気候帯の分布と特徴ととも

に，植生・土壌との関係性をとら

え，人々の生活との関わりを積極

的に理解しようとしている。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 

・日本の自然環境と自然災害 a:日本の地形や気候の特徴、自然

災害との関わりについての基礎

的・基本的知識や概念を習得でき

ている。  

b:日本の地形や気候がもたらす

自然災害について、多面的に理解

を深め、防災・減災の取り組みの

ために、個人として社会として何

ができるかを考えられている。  

c:日本の地形や気候の特徴とと

もに，自然災害との関係性をとら

え，防災や減災の取り組みとの関

わりを積極的に理解しようとし

ている。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

第
１
編 

現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察 

第
一
章 

自
然
環
境 

・世界の環境問題 a:地球規模で進行する環境問題

と，解決に向けた国際協力の重要

性について，世界的視野から捉

え，理解できている。 

b:地球規模で進行する環境問題

について，これまでの経緯と要

因，今後の対策について，世界的

視野に留意して考察できている。

先進国や発展途上国，それぞれの

立場からの国際協力について，多

面的に理解を深めている。 

c: 地球規模で進行する様々な環

境問題について理解を深めると

ともに，世界的視野で捉える視点

や方法を身につけようとしてい

る。解決に向けた国際的な取り組

みを理解するとともに，持続可能

な社会に向け参画する意識を高

めている。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 

第
２
章 

産
業
と
自
然 

・産業の発展と社会的分業 a: 主要な産業が農業から工業、

情報産業へと移行するにつれて、

社会的分業が複雑化し、地域的分

業にもつながっていることを理

解している。 

b: 地域的分業のスケールが一国

をこえてグローバルに広がって

きたことについて考察できてい

る。 

c:社会的分業が地域的分業とし

て地表にあらわれていることに

ついて理解を深めるとともに，そ

のことを世界的視野で捉える視

点や方法を身につけようとして

いる。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 



 

※令和４年度以降入学生用 

・農林水産業 a: 農業地域の地域的特性や成立

要因等を，系統地理的方法で捉え

る視点や方法を身につけている。 

b: 世界の農林水産業や鉱工業に

関する地域的特性や分布，成立要

因に着目し，それぞれの特色や変

容について考察できている。 

c: 農業地域の自然環境との関連

性や歴史的変容，農業技術の発展

や新しい動きについて関心を高

めている。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 

・食料問題 a: 現代世界の食料問題につい

て，具体的な事例をもとに，世界

的視野から捉え理解できている。 

b: 現代世界の食料問題に関する

地域性とその背景について考察

できている。 

c: 現代世界の食料問題を積極的

に理解しようとしている。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 

・エネルギーと鉱産資源 a: 資源の分布や消費には地域的

な偏りがあり、資源が国際的に取

引される重要な商品になってい

ることを理解できている。 

b: 資源ナショナリズムやエネル

ギー政策の違いが資源をめぐる

国際対立の一因となっているこ

とについて考察できている。 

c: 世界の資源分布とその利用に

地域的な偏りがみられることに

ついて理解を深めるとともに，そ

のことを世界的視野で捉える視

点や方法を身につけようとして

いる。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 



 

※令和４年度以降入学生用 

・資源・エネルギー問題 a: 化石燃料の消費が地球規模の

さまざまな問題とつながってい

ることを理解できている。 

b: 化石燃料への依存度を減ら

し、再生可能エネルギーの普及を

進めていくことが、地球温暖化の

緩和につながるだけでなく、エネ

ルギー安全保障のうえでも重要

であることについて考察できて

いる。 

c: 化石燃料の消費による問題や

日本の資源供給について理解を

深めるとともに、そのことを世界

的視野で捉える視点や方法を身

につけようとしている。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 

３
学
期 

第
１
編 

現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察 

第
２
章 

産
業
と
自
然 

・工業の立地と工業地域の変

容 

a: 工業の分布や動向に関する基

礎的・基本的な知識や概念，グロ

ーバル化に伴う変化について習

得できている。 

b: 知識集約化の進む工業の新し

い展開や、日本における工業の変

化と課題について考察できてい

る。 

c: 工業の立地や特徴，変化に関

して，系統地理的に追究する学習

に積極的に取り組み，その課題を

捉える視点や方法を身につけよ

うとしている。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 

・第三次産業 a: 多様な業種から構成される第

三次産業の特徴や変化について

理解できている。 

b: 流通産業の発達や情報通信業

の集積、医療・福祉産業の国・地

域による違いに注目し、それぞれ

の現代的な位置づけや課題につ

いて考察できている。 

c: ＩＣＴの発達が情報の産業化

と産業の情報化の双方をもたら

すことを理解し、その課題を捉え

る視点や方法を身につけようと

している。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 



 

※令和４年度以降入学生用 

第
１
編 

現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察 

第
３
章 

交
通
・通
信
、
貿
易
、
観
光 

・交通・通信 a: 交通・通信の発達によって世

界がどのように結ばれてきたの

か、多様な移動・通信手段の特徴

や地域特性と関連付けて理解で

きている。 

b: 交通・通信の発達によって生

じる問題の要因や解決に向けた

取り組みについて考察できてい

る。 

c: ＩＣＴの発達によって生じて

いる情報格差の問題について理

解し、その解決に向けた視点や方

法を身につけようとしている。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 

・貿易と経済連携 a: 貿易の発達によって、世界が

グローバルに、同時に地域ごとに

結び付けられてきたことを理解

できている。 

b: 貿易によって生じる問題を理

解し、その要因と取り組むべき課

題について、多面的・多角的に考

察できている。 

c: 自由貿易が推進される一方

で、保護主義的な政策もみられる

ようになっていることを理解し、

そのことを世界的視野で捉える

視点や方法を身につけようとし

ている。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 

・観光 a: 観光がどのように地理的に展

開してきたのかを、交通・通信の

発達や地域特性、多様な観光形態

から理解できている。 

b: 観光によって地域にもたらさ

れる効果と課題を理解し、その要

因と問題解決の取り組みについ

て多面的・多角的に考察できてい

る。 

c: 観光による人々の移動が、世

界の諸地域を変容させてきたこ

とを理解し、その課題を捉える視

点や方法を身につけようとして

いる。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


